




























年に 3,653 束で石川県全体生産量の約 9%だったが、大正 5（1916）年になると生産量
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表 1 林産物価格（単位: 円） 
年度 用材 薪炭材 竹材 木炭 計 
昭和 2 年
（1927） 1,436,506 1,229,044 99,029 2,980,998 5,745,567 
昭和 3 年 
（1928） 1,374,261 1,039,226 80,619 2,549,096 5,043,202 
昭和 4 年 
（1929） 1,310,323 1,047,334 66,590 2,418,963 4,843,209 
昭和 5 年 
（1930） 1,001,735 787,127 52,506 2,405,511 4,246,879 
昭和 6 年 
（1931） 941,692 636,173 53,827 1,562,970 3,194,599 
昭和 7 年 
（1932） 1,025,365 1,259,962 54,796 1,616,172 3,956,295 
昭和 8 年 
（1933） 1,130,518 963,787 53,484 1,547,993 3,695,782 
（出所: 『農林業センサス』） 
 
七浦地区の中では、炭焼きは特に薄野で主要な生業になっていた。1 ヶ月に 2～3 回、









ス』によると、石川県内での木炭の生産量は昭和 41（1966）年に 15,228 トンであった
が、4 年後の昭和 45（1970）年には 2,981 トンにまで減少している。薄野で炭焼きを
















































中谷内では共有地として、約 300 ㎡の山地を持ち、このうち約 160 ㎡を放牧場、約
130 ㎡を雑木林、6.6 ㎡を竹林として利用した。 
ザビヤ山の竹林の利用について、七浦地区でも特に竹山の面積が広かったのは百成大
角間と中谷内であった。竹の種類は、中谷内はマダケが多く、暮坂方面に向かうに従い
孟宗竹へと植生が変わった。『門前町史』（1970 年）によると、竹の伐採は昭和 40 年代















年にかけての 5 年間の平均拡大造林面積は 2,820ha で、年間の植栽面積は昭和 44（1969）
年頃まで安定的に 3,000ha 程実施された。 
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区には井守上坂組、大滝組、矢徳組、中谷内組の 4 グループがあった。1 グループにお





装備について、男性はチェーンソーと燃料 1.8 リットル、飲み水 1.8 リットル、修理用
道具を持参し、女性は鎌などを持参した（『七浦民俗誌』1996: 84）。 
現在は奥能登の地域に住む林業労働者は、本部を穴水に持つ能登森林組合に属してい
























では、昭和 58（1983）年には生シイタケの生産量 834 トン、生産額は 9 億 7 千万円と
なり、乾シイタケに関しては生産量 168 トン、生産額 11 億 5 千万円あまりと特用林産




C さん（井守上坂、男性、77 歳）は、現在では平成 22（2010）月 10 月に「奥能登

















写真 1 は B さんが案内してくださった井守上坂の土地の一部である。写真に写る場
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写真 2 井守上坂から見える山林。写真奥に見える深緑の部分はほとんど杉であるという。 



























































写真 2 井守上坂から見える山林。写真奥に見える深緑の部分はほとんど杉であるという。 
（2017 年 8 月 23 日 筆者撮影） 
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